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【子どもへの暴力防止のための研修会】
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日　時：　２０１1年2月12日（土）
13：00　～　16：30 （受付12：30～）

講　師：　野坂　祐子（のさか　さちこ）さん
（大阪教育大学学校危機メンタルサポートセンター　准教授）
会　場：　山口ふるさと伝承総合センター　研修室
対　象：　学童期の子どもの援助職についておられる方
（教員・養護教諭・スクールカウンセラー・教育相談所相談員・児童養護施設職員・子ども家庭支援センター職員・医師・看護師・児童館職員・学童保育指導員・警察官・弁護士など）
定  員：　４０名（事前にお申込ください・先着順）
参加費：　２，０００円（税込）　当日ご持参ください。
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学校危機メンタルサポートセンターとは・・・
学校にはさまざまな『危機』がおとずれます。学校危機の発生に対して、専門的に対応できる組織的・包括的な活動を支援する研究・教育機関として、大阪教育大学に2003年4月に設立されました。
　 　◆研　修　内　容◆
今回の研修では、学校危機の概念と危機介入の基本を学びます。学校で起こりうる『危機』について、その実状を知り、何に備えておくことが必要なのか、何ができるのかなどについて学びます。
後半は、『危機』のひとつである「性暴力被害」とその対応について学びます。
主催：特定非営利活動法人CAPセンター・JAPAN

共催：CAP西京

後援：山口県・山口県教育委員会・山口市・山口市教育委員会

―　この事業は、公益福祉法人キリン福祉財団から助成を得ています　―

◆会場案内◆
ふるさと伝承総合センター　研修室
（〒753-0034　山口県山口市下堅小路12 

TEL:083-928-3333）

（1) ＪＲ山口線山口駅から徒歩で25分 

（2) 中国自動車道小郡ICから車で20分



◆お申込み◆
下記の申込書にご記入の上、CAPセンター・JAPANもしくはCAP西京（宮原）までFAX・メールにてお申し込みください。後日、参加確定のご連絡をいたします。
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【子どもへの暴力防止のための研修会】参加申込書（2月12日）
20１1年　　　月　　　日

お名前：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

所属先（職種）：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

連絡先：TEL　　　　　　　　　　　　　　　　FAX　　　　　　　　　　　　　　　

CAPセンター・JAPAN　　FAX　0798-57-4122　E-mail　info@cap-j.net
CAP西京（宮原）　FAX083-928-0288　


































CAP（キャップ・Child  Assault  Prevention）


子どもへの暴力防止プログラムであるＣＡＰは、子どもたちが自分の人権を大切にしてあらゆる暴力から身を守るためのプログラムです。約30年の歴史を持ち、世界11カ国と広範囲にわたって行われている暴力防止プログラムの１つです。日本ではこれまでに400万人以上の子ども・おとなが参加しています。


NPO法人CAPセンター・JAPANは、「すべての子どもに安心・自信・自由の権利を」をスローガンに掲げ、日本においてCAPを広め、社会の根底にある子どもに対する差別の根本的解消を図って、子どもの人権が尊重される社会の形成に寄与することを目的として2001年に設立しました。今年度でNPO法人設立10周年を迎えます。


兵庫県西宮市門戸荘17-34-105


TEL0798-57-4121　FAX0798-57-4122　


E-mail:info@cap-j.net  http://www.cap-j.net















































